
 令和６年 度 

  千 代 田 区 立 和 泉 小 学 校  児童数と学級編制    令和６年６月１日現在  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

   校   長 

   副 校 長 

   PTA会長 

村 田 悦 子 

石 井 正 敏 

鳥 山  貴 弘 

 学 年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 

 学級数 2 2 3 2 2 2 13 

 児 

 童 

 数 

 男 27 37 32 44 39 31 210 

  所在地  〒１０１－００２４ 千代田区神田和泉町一番地 

  電話  ０３－３８６６－３９３９   ＦＡＸ ０３－５６８７－８３９６ 

  https://www10.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?=1310168 

  最寄り駅  ＪＲ・日比谷線 秋葉原駅 

 女 30 28 39 26 26 25 174 

 計 57 65 71 70 65 56 384 

   開校記念日   １１月１４日 

Ⅰ 教育の概要 

１ 学校・地域の特色 

   本校は、地域・家庭と協働、対話して和泉の教育を推進し､子どもたち一人一人が､人にやさしい・自分につよい子と

して育つ教育を目指している。地域は、子どもたちの先生として、教材・教室として、また家族として、 

学校への全面的な協力を惜しまない。本校は、明るく・元気な和泉の子が育つ地域密着型の学校として機能していくこ

とを地域から期待されている。 

２ 教育目標 
                                                            

 

３ 教育理念 

【最上位の教育理念】 

私たちは、全ての児童の生命（生存権）、人権、学習（学習権）を大切にします。 
“誰一人 取り残さない” 

【和泉小学校のビジョン】   

「全ての児童が笑顔で自律的に学び合う学校」 

“児童、教職員、保護者、地域の方がみんなで、課題解決を通して学び合う”姿 

４ 教育理念を実現するために大切にする価値 

＜ART（承認・尊厳・信頼） DD（対話・多様性）＞ 

承認（Approval） 児童、教職員、保護者・地域が承認し会うことで、自己肯定感や学ぶ意欲が高まる 

尊敬（Respect）  児童、教職員、保護者・地域の間に尊敬や尊重があって、学び合いの意味になる 

信頼（Trust）    児童、教職員、保護者・地域間の信頼関係が教育活動を効果的、円滑的に進める基盤となる 

対話（Dialogue） 児童、教職員、保護者・地域が対話を大切にすることで、相互理解と学び合いが成立する 

多様性（Diversity  児童、教職員、保護者・地域の多様性を大切にすることが生存権,人権,学習権の基盤となる 

５ 学校経営の重点 

「全ての児童が笑顔になる」ために、 

（１）「自己肯定感」を高めるかかわり方をします。  〈傾聴・承認・質問/尊敬・尊重/受容・共感/関係づくり〉 
 ・子どもたちが力を最大限発揮できるために、支持的・共感的学級風土の醸成に努め、互いを尊重できるようにします。 

・多様な児童に寄り添った教育活動を行うために、合理的配慮など多様な価値を大切にする教育を展開します。  

・不登校、いじめを限りなく０にするために、安心する居場所づくりなど支援の仕方を工夫していきます。 

 ・教室が安心できる居場所になるために、多様性を尊重しながら全児童が学び合う環境づくりを推進し、インクルーシブ教育を

目指 

していきます。 

･自己肯定感を高め、互いを尊重した関係づくりのために、ファミリー班活動をさらに充実させていきます。 

 

（２）「自律的で対話的な学習」を促進します。     〈教師はファシリテーター、子どもたちを支える伴走者〉 

 ・対話の場面を積極的に設定し、全員参加の学びをつくることで子どもが主語の授業改善に努めます。 

 ・「なりたい自分」を探究課題とし、各教科等を通して自律的な学びをつくります。 

 ・対話的なコミュニケーションをベースとした外国語科・外国語活動をALTと共に創造していきます。 

・教員の強みを生かした教科担任制を取り入れ、対話的で深い学びを実現していきます。 

人にやさしく  自分につよく  明るく  元気な  和泉の子 



 ・ICTを積極的に利活用し、特に「協働的な学び」、対話的な学習を推進します。 

（３）保護者、地域等と「協働で教育活動を創造」します。         〈社会に開かれた教育課程〉 

・「千代田区地域学校協働活動」モデル校として、家庭や地域と協働して児童が主体的に学び合うカリキュ

ラムづくりをしていきます。 

・保幼小中連携教育、特にスタートカリキュラムを充実させて円滑な接続を進めます。  

 ・教育活動を学校だより、学校ホームペ―ジ、オンライン等を積極的に活用して保護者・地域へ積極的に発

信し、つながりをさらに強くしていきます。 

・校舎建て替えに向けて、学び合いの環境づくりを計画していきます。 

 

 

６ 年間行事計画（令和６年度 ５月１日現在の予定） 

４月 
始業式 入学式 定期健康診断 １年生を迎える会 保護者会 地区班編成 

全国学力・学習状況調査 

５月 
学校公開・授業参観 登下校指導  区達成度調査  校内達成度調査  

消防写生会 ３年社会科見学 

６月 
健全育成サポートチーム会議 体力テスト 学校公開 全校児童集会 一斉清掃 

５年社会科見学 ４年社会科見学 ６年心の劇場 ６年箱根移動教室 学校運営協議会 

７月 ６年音楽鑑賞教室 個人面談 大掃除 終業式 ４年保田臨海学校 

９月 始業式 登下校指導 ５年水泳記録会 ６年陸上記録会 ６年薬物乱用教室 運動会 

10月 
５年嬬恋自然体験交流教室 卒業生によるピアノコンサート ６年社会科見学 就学時健康診断 ３年自

転車教室 

11月 
１年生活科見学 ２年生活科見学 勤労感謝集会 ４年防災施設見学 一斉清掃 個人面談  

４年連合音楽会 

12月 個人面談 学芸会 終業式 

１月 始業式 席書会 校内書き初め展 

２月 学校公開 道徳授業地区公開講座 新１年生保護者会 学校運営協議会 ６年生を送る会  

３月 授業参観 保護者会 ６年TGG 謝恩会 大掃除 修了式 卒業式 

 

 

 

Ⅱ 現 況 

 １ 学校施設・規模一覧 

現 校 舎 
 
 
校舎構造 

 
 

敷地面積 
延床面積 

起工・昭和60年 6月25日   
竣工・昭和62年 7月31日 
 
鉄筋コンクリート 
地下１階  地上７階建 

 
４３２２．５１㎡   

５１６４㎡ 

 
 
 教 
 
 
室 
 

 
普 通 

 
 １３教室 

 
 
   特 別 
 

 
体育館、算数教室、理科室 
音楽室、図工室 
家庭科室、学習教室 

 
運 動 場 

 

 
屋内 581.67㎡ 
 
屋外1562.69㎡ 
 

 
  管 理 室 

 

校長室、職員室、事務室、保健室 
ランチルーム、給食調理室、主事室 
更衣室、倉庫、歴史資料室 

プ ー ル ２５ｍ・４コース、加温式 

 



Ⅲ 沿革の概要 

平 5. 4. 1  学校設置条例の改正に伴い、東京都千代田区立和泉小学校となる。 
平 6. 3.11  校章・校旗・校歌制定    開校記念日を11月14日に決定 
平 8. 2.23  区研究協力校「地球にやさしい児童の育成」研究発表 
平11. 2.18  東京都小学校体育研究会研究協力校 研究発表「学び合うことの喜びを感じる子どもの育成」 
平12. 2.15  区研究協力校 研究発表「学び合うことの喜びを感じる子どもの育成」 
平13. 2.15  道徳授業地区公開講座( 全学級授業公開)  以降、毎年度実施 
平15. 4. 1 学校活性化支援事業「ビッグバンド活性化事業」 
平15.11.15 開校10周年記念式典 
平16. 2.13 区研究協力校 研究発表「人にやさしく 自分につよく」（学級活動・道徳） 
平16. 4. 1 学校活性化支援事業「学校全部が図書館構想」（ビッグバンド活性化事業は継続） 
平16. 8.31 校庭全面改修 
平18.11.22 区研究協力校研究発表「思いを伝え 受けとめ 学び合う」～国語科 話すこと･聞くことを通して～ 
平20.11.14 開校15周年記念式典〔全校群読 和泉の祭〕 
平21. 3.31 校庭拡幅工事完了 
平22.10.29 区研究協力校研究発表「思いを伝え 受けとめ 学び合う」～「書くこと」を通して、自らの考えを創り出す児童～ 
平25.11.14 開校20周年記念式典 
平26.11.26 文部科学省・国立教育政策研究所学習指導実践研究協力校・東京都教育委員会言語能力向上拠点校・      

区研究協力校研究発表「思いを伝え 受け止め 学びあう」～「書くこと」を通して、自らの考えを創り出す児童の育成～ 
平28. 4. 1 東京都教育委員会「伝統・文化教育推進校」指定 
平29.11.24 千代田区教育委員会研究協力校 研究発表 

｢地域や日本のよさを考え、伝えることができる児童の育成」～オリンピック・パラリンピック教育を通して～ 
令2 .11.27 千代田区教育委員会研究協力校 研究発表  

「夢と志をもち、ともに未来を切り拓く児童の育成」～教育活動全体を通して、「学び合い」を楽しむ児童を育てる～ 
令4 . 4.１ 千代田区教育委員会研究協力校（1年次） 

「ともに未来を切り拓く力の獲得」～主体的に学びを深める子どもをめざして～ 
令5. 11.14  開校30周年記念集会 同11.18 開校30周年記念式典・祝賀会 
令6. 2.22  千代田区教育委員会研究協力校 研究発表 

「相手とともに学びを楽しみ、自律的に学び合う子ども」～ともに未来を切り拓く力を働かせて～  

明41. 4. 1 今川尋常小学校授業開始 
      （神田高等小併置) 
明41. 4.20  今川尋常小,神田高等小  合同開校式挙行 
明41.11.11  今川尋常小と一橋高等小(旧神田高等小)       
との分離式挙行 
明45.12.13  今川尋常小学校校歌発唱式 
大 2. 3.26  第一回卒業生105 名を送る 
大12. 9. 1  関東大震災により校舎全焼 
昭 2. 5.10  仮校舎移転 
      （神田東紺屋町於玉が池南） 
昭 4. 3.28  校舎復興（現今川中学校) 
昭 5. 2. 5  校舎落成（旧和泉小学校） 
昭 7. 4. 1  今川幼稚園併設 
昭16. 4. 1  校名変更  今川国民学校 
昭21. 3.25  校舎変換（岩本町２丁目に移転） 
昭22. 4. 1  6 ・3 制実施  
      千代田区立今川小学校に 
昭33. 5.28  創立50周年記念式典 
昭38. 2.18  区研究協力校  道徳教育研究発表 
昭41.11. 1  区研究協力校  国語教育研究発表 
昭43.11. 7  創立60周年記念式典 
昭48. 2. 9  区研究協力校  教育方法研究中間発表 
昭48.11. 6  区研究協力校  教育方法研究発表 
昭50.12.13  非常用備蓄所設置完了 
昭53.11. 2  創立70周年記念式典 
昭53.11.28  区研究協力校  特別活動研究発表 
昭57.12. 3  区研究協力校  理科教育研究発表 
昭60. 2.26  全国小学校道徳教育研究発表 
昭61.11.18  区研究協力校  道徳教育研究発表 
昭63.11. 5  創立80周年記念式典 
平 2. 1.26  区研究協力校  新教育課程研究発表 
平 2.12. 7  区研究協力校  新教育課程研究発表 

 明35.11. 9  東京市佐久間尋常小学校開校式 
 大12. 9. 1  関東大震災、町の消火活動により消失免れる 
 昭 8.10.16  新校舎落成式（現在地） 
昭  9.   4.  1   佐久間幼稚園併設 
 昭20. 3. 9  第二次世界大戦により罹災 
 昭21. 3.31  廃校 
 昭24. 4. 1  復校 
 昭27.11. 9  創立50周年記念式典挙行 
 昭35. 6.10  区研究協力校社会科研究発表 
 昭37.11. 9  創立60周年記念式典 
 昭38. 2.26  区研究協力校 
      「考えて実践する子ども」発表 
 昭41.11. 7  第11回学研教育賞受賞 
 昭42. 1.17  区研究協力校  理科・社会の研究発表 
 昭42. 1.21  ユニセフ受賞 
 昭42.11. 8  創立65周年祝賀式典 
 昭44.11.18  区研究協力校  健康安全教育研究発表 
 昭46.11. 9  東京都学校安全優良校受賞 
 昭47.11. 9  創立70周年記念式典 
 昭49.10.29  都交通安全推進校  研究発表 
 昭52.11.29  東京都学校安全優良校受賞 
 昭53. 2.28  区研究協力校 
      「表現能力を高める指導」発表 
 昭53.10.24  区研究協力校 
      「言語能力を高める指導」発表 
 昭55.10.30  学校給食優良校文部大臣賞受賞 
 昭57.11. 6  創立80周年記念式典 
 昭58. 2.18  文部省、区研究協力校評価方法研究開発発表 
 昭62. 8.28  新校舎落成    同 9. 1   開校式 
 昭63.12. 1  区研究協力校「自ら学ぼうとする児童 
          を育てる指導法の工夫」発表 
平 4.11. 7 創立90周年記念式典 


